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自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う

く
わ
し
く
は　
環
境
生
活
課　
生
活
安
全
係　
☎
０
２
８
８（
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）５
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「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」を
守
っ

て
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①�

車
道
は
原
則
、
左
側
を
通
行　
歩
道
は
例

外
、
歩
行
者
を
優
先

　
自
転
車
は
歩
道
と
車

道
の
区
別
が
あ
る
道
路

で
は
車
道
通
行
が
原
則

で
す
。
車
道
通
行
す
る

場
合
、
左
に
寄
っ
て
通

行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

②�

交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を
守
っ
て
、

安
全
確
認

　
信
号
機
の
あ
る
交
差

点
で
は
、
信
号
に
従
っ

て
安
全
を
確
認
し
通
行

し
ま
し
ょ
う
。

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　
前
方
の
安
全
確
認
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者

や
車
に
自
転
車
の
存
在
を
知
ら
せ
る
た
め
に

も
、
夜
間
は
必
ず
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ

う
。

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

　
自
転
車
は
車
の
仲
間

な
の
で
、
飲
酒
運
転
は

禁
止
で
す
。
お
酒
を
飲

ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
自
転
車
を
利
用
す
る

す
べ
て
の
人
は
、
自
転

車
事
故
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
乗

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。　

　
幼
児
・
児
童
を
保
護
す
る
責
任
の
あ
る
人

は
、
幼
児
を
自
転
車
に
乗
せ
る
と
き
、
乗
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

危
険
な「
な
が
ら
運
転
」は
や
め
ま

し
ょ
う

　

自
転
車
運
転
中
の

な
が
ら
運
転（
傘
さ

し
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
使

用
、
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
の

使
用
）は
周
囲
が
見
え

に
く
い
、
音
が
聞
こ
え

に
く
い
、
注
意
が
お
ろ

そ
か
に
な
る
な
ど
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。
交
通

事
故
の
原
因
と
な
る
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

も
し
も
、
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
っ
た
ら

　

自
転
車
運
転
中
に
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
次
の
流
れ
に
従
っ
て
、
落
ち
着

い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

①�

け
が
人
の
救
護
が
最
優
先
で
す
。
す
ぐ
に

１
１
９
番
に
通
報
し
て
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う

　
◀︎

②�

二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
自
転
車
は
歩
道

の
端
な
ど
の
安
全
な
場
所
に
移
動
さ
せ
ま

し
ょ
う

　
◀︎

③�

現
場
の
状
況
を
確
認
し
、
警
察
に
通
報
し

ま
し
ょ
う

　
◀︎

④�

相
手
の
名
前
、
住
所
、
連
絡
先
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う

　
◀︎

⑤�

自
転
車
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
保

険
会
社
に
も
連
絡
し
ま
し
ょ
う

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用
の
自
転
車
事
故

で
亡
く
な
っ
た
人
の
約
6
割
は
頭
部
を

損
傷
し
て
い
ま
す（
平
成
29
年
〜
令
和

3
年
合
計
）。

　
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用
時
の
致

死
率
は
、
着
用
時
と
比
べ
て
約
２・
２

倍
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車
事

故
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

し
っ
か
り
頭
部
を
守
り
ま
し
ょ
う
。



7 2023 年３月号

　 令和５年度の組織機構改革について
　人口減少や少子高齢化に加えて財政面での課題など、市を取り巻く環境は厳しい状
況にあります。このような中、職員数を削減し、組織のスリム化を進める一方で、多
様化する行政へのニーズや新たな行政課題に柔軟かつ的確に対応するため、市の組織
機構を改編します。

組織機構改革の主な内容

�　「環境森林課」は、林業の振興、日光市産木材の活用、野生鳥獣対策、自然環境の保護、地球温暖化抑制の推進、
再生可能エネルギーに関することなどを担当します。
　「生活安全課」は、消費者の保護、防犯、騒音・悪臭対策、土砂等の埋め立てに関することなどの市民生活と関
わりの強い業務を担当します。
　「農政課」は、農作物・畜産業の振興、農道・農業用用排水の整備などの農業に関わる業務を引き続き担当します。

※�カーボンニュートラル…大気中に排出される二酸化炭素と大気中から吸収される二酸化炭素が等しい量
であり、全体としてゼロになっている状態のこと

　市内の文化会館のあり方を検討し、新たな文化施設の整備を市の特定課題として集中的に取り
組むため、生涯学習課に「文化会館整備室」を新設します。

　第77回国民体育大会（いちご一会とちぎ国体）が終了したため、
「国体推進課」を廃止します。

　カーボンニュートラル（※）の推進に向けて、環境政策と森林政策を連動させ、強化を図るために
市民環境部環境生活課と観光経済部農林課を再編し「観光経済部環境森林課」を新設します。これ
により、部・課の名称を市民環境部から「市民生活部」に、環境生活課から「生活安全課」に、農
林課から「農政課」に変更します。

令和４年度まで

市民環境部 環境生活課
生活安全係
環境対策係
気候変動対策係

観光経済部 農林課
農政係
土地改良係
林政係

令和５年度から
市民生活部 生活安全課 くらし安心係

生活環境係

観光経済部
環境森林課

森林政策係
自然環境係
気候変動対策係

農政課 農政係
土地改良係

令和５年度から
教育委員会�
事務局 生涯学習課

生涯学習係
文化振興係
文化会館整備室

令和４年度まで

教育委員会�
事務局 生涯学習課

生涯学習係
文化振興係

令和５年４月から市の組織が変わります
くわしくは　総務課　総務係　☎0288-21-5130
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